
                                                                    

 

土壌流出の現状 

地面がむき出しになると、雨が降った時に土壌が

流出します。 

下層植生が地表面を 80％覆っていた場所では土

壌流出はほとんど発生しませんでしたが、下層植生

が地表面の 1％しか覆っていない場所では年間で土

壌表層の 2mm～1cm が流出していました。これは、

植生のまったくないはげ山と同程度の流出量です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むき出しになった地面では、雨が降ったときに地

中に水がしみこみにくくなります。下層植生や落葉

による地表面の覆いが少ないほど、地表流は増加し

ます。この地表流によって表層の土壌も流されま

す。 
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土壌流出の原因 

 

① 人工林の手入れ不足 

植林してもその後の間伐が不十分である

と、林の中に日光が入らないため、下層植

生が生育できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 増えすぎたシカの影響 

丹沢山地では近年シカの生息数が増え、

餌となる植物とのバランスが崩れてしまっ

ています。シカによる過度の採食により下

層植生は乏しい状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林の土壌流出と水や生きものへの影響 
森林土壌は長い年月をかけて森林の生きものの働きによってつくられます。この土壌が、森林の水源かん養機能の発揮や森林生態系の健全化に重要な役割を担っています。 

 
 

0

2

4

6

8

10

12

植被率大 植被率中 植被率小

林床植生植被率

侵
食
深

　
(m

m
)

0

50

100

150

200

250

300

リ
タ
ー
堆
積
量

，
林
床
植
生
量

(g
/0

.2
5m

2 )(
20
05
年
8月

)

2004年7月～

2005年

2006年

リター堆積量

林床植生量

9.7㎜

4.1㎜

1.9㎜
2.5㎜

0.65㎜
0.2㎜

0.002 0.04㎜
0.01㎜

植被率８０％ 植被率４０％ 植被率１％

柵外 柵内 柵内 

東京農工大学 

による調査 

引き起こされる問題 
  

●水源かん養機能の低下 

 降った雨は地中にしみこまず、地表を流れ去っていきます。 

 雨が降ったときにただちに流れ出る水は増えますが、その分だけ地中に保

水される水は少なくなります。 

 地表を流れる水に養分を含んだ土壌も流され、徐々に森林土壌は貧弱にな

ります。流された土壌は下流の河川で濁水となります。 

●森林生態系の劣化 

 森林の下層植生が衰退することによって植物の多様性が低下します。特に

シカの採食による場合は、シカの好まない植物種に偏ります。 

 このような下層植生の多様性の低下は、昆虫、土壌動物、鳥などをはじめ

とした森林の生きもの全体の多様性の低下につながり、本来の自然に備わっ

ている病害虫など各種被害への抵抗力や回復力の低下が危惧されます。 

地表面を覆う下層植生がなく

なり、地面がむき出しになるこ

とが、土壌流出の直接的な原

因です。 

スズタケの消失 

植生被覆率と土壌侵食深の関係 

シカの好まない植物の増加＊ 

水源地域の自然に本来備わっ

ている能力が低下し、将来的

に、良質な水を安定的に確保

することが難しくなります。 

間伐 

植生保護柵

 
土壌保全工 

シカ管理捕獲 

森林・シカの一体的管理 

現在すすめている 

土壌流出対策 

林床の被覆率と地表流流出率の関係 

リター：落葉落枝 

降水量  

（林内） 

東京農工大学 

による調査 

間伐、植生保護柵、 

土壌保全工、シカ捕獲

を一体的に実施し、 

下層植生の回復を図り

ます。 

＊
シカの好まない植

物種であっても地表

が覆われれば土壌は

保全されます。しか

し、長期的にみると

森の樹木の世代交代

が妨げられるなどの

問題があります。 


